


永
年
の
善
行
を
た
た
え
て

―
市
民
の
警
察
官
・
善
意
の
表
彰
―

特 集
Kasai Top News

市
民
の
警
察
官
に
は
中
村
征
一

郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、

善
意
の
表
彰
と
し
て
、
善
行
の
あ

っ
た
個
人
に
贈
る「
か
し
の
木
賞
」

を
27
名
に
、
団
体
に
贈
る
「
サ
ル

ビ
ア
賞
」
を
４
団
体
に
贈
り
、
永

年
の
善
行
を
た
た
え
ま
し
た
。

生
澤
　
永
子
（
65
歳
・
上
芥
田
町
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

伊
藤
　
悦
子
（
59
歳
・
野
上
町
）

○
給
食
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

岩
崎
　
妙
子
（
74
歳
・
尾
崎
町
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

岡
本
　
昌
子
（
77
歳
・
田
谷
町
）

○
福
祉
施
設
で
の
奉
仕
活
動

北
川
　
富
啓
（
64
歳
・
北
条
町
横
尾
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

黒
田
千
枝
子
（
69
歳
・
北
条
町
江
ノ
木
）

○
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

河
月
千
恵
子
（
61
歳
・
鍛
治
屋
町
）

○
給
食
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

坂
田
　
　
實
（
74
歳
・
島
町
）

○
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

新
家
　
節
子
（
56
歳
・
北
条
町
古
坂
）

○
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

高
見
恵
美
子
（
51
歳
・
乙
和
泉
町
）

○
給
食
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

田
先
　
静
夫
（
79
歳
・
鴨
谷
町
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

谷
口
久
由
樹
（
49
歳
・
繁
昌
町
）

○
肢
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
活
動

東
郷
　
　
博
（
60
歳
・
王
子
町
）

○
交
通
安
全
活
動
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友
重
　
順
子
（
28
歳
・
殿
原
町
）

○
日
本
語
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
右
　
茂
夫
（
67
歳
・
三
口
町
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
村
　
悦
子
（
28
歳
・
山
枝
町
）

○
日
本
語
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

永
吉
　
陵
子
（
58
歳
・
北
条
町
古
坂
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

西
村
美
佐
枝
（
54
歳
・
市
村
町
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

西
山
み
ゆ
き
（
70
歳
・
別
所
町
）

○
社
会
教
育
推
進
活
動

林
田
　
信
行
（
65
歳
・
下
宮
木
町
）

○
公
共
施
設
の
管
理
及
び
環
境
美

化
活
動

藤
本
美
智
子
（
82
歳
・
下
若
井
町
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

別
府
　
節
子
（
66
歳
・
別
府
中
町
）

6
月
1
日
貂
善
意
の
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

公
共
の
安
全
と
社
会
正
義
確
立
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
加
西
警
察
署
の

警
察
官
の
顕
著
な
功
労
を
顕
彰
す
る
「
平
成
16
年
度
市
民
の
警
察
官

表
彰
」
と
、
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
「
平
成
16
年
度
善
意
の
表
彰
」
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
し
の
木
賞
（
個
人
の
部
）
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○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

堀
井
　
純
子
（
59
歳
・
網
引
町
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

宮
崎
　
安
雄
（
72
歳
・
北
条
町
北
条
）

○
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
及

び
福
祉
活
動

見
雪
　
和
代
（
62
歳
・
北
条
町
西
南
）

○
給
食
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

村
上
　
裕
子
（
52
歳
・
北
条
町
横
尾
）

○
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

門
前
　
輝
嗣
（
64
歳
・
殿
原
町
）

○
交
通
安
全
活
動

倉
谷
町
念
佛
講

○
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

点
字
グ
ル
ー
プ
「
あ
い
う
え
お
」

○
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

殿
原
町
老
人
ク
ラ
ブ

○
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

山
枝
町
老
人
会

○
環
境
美
化
清
掃
奉
仕
活
動

（
各
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

サ
ル
ビ
ア
賞
（
団
体
の
部
）

中
村
征
一
郎
巡
査
部
長
は
、
平
成
11
年
10
月
、
加
西
警
察
署
地
域

課
着
任
以
来
、
旺
盛
な
勤
務
意
欲
と
正
義
感
を
も
っ
て
多
発
す
る
犯

罪
に
対
し
て
率
先
し
て
立
ち
向
か
い
、
ね
ば
り
強
い
捜
査
を
展
開
し

て
、
多
数
の
事
件
を
解
決
し
、
地
域
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

加西警察署刑事課強行盗犯係

巡査部長中村征一郎ご夫妻

市市市市民民民民のののの警警警警察察察察官官官官表表表表彰彰彰彰

梅雨期、台風期に備えて、防災対策は十分でしょう
か？ 集中豪雨などで、河川の氾濫やがけ崩れなどの
災害が発生する恐れがあります。
市では、そんな水災害を未然に防ぐために、県土地
改良事務所、警察署、消防署と連携して市内のため池
や排水路の点検を行っています。また、土砂災害に関
しては、ポスター・パンフレットによる普及啓発、防災
パトロールを関係機関と合同で点検、実施しています。
家庭や地域でも今一度、近くのため池や裏山、用・
排水路などの危険な所を点検したり、非常時の携帯品
を用意するなど災害に備えましょう。

▼警報が発令されたら
蘆日頃から気象情報に注意しましょう。
蘆アンテナ・看板などを固定し、飛来物によってガラ
スなど破損しないよう雨戸等で対処しましょう。
蘆川の水やため池の水位の上昇に注意してください。
ただし、極力近づかないように心掛けましょう。
蘆少しでも危険を感じることがあれば、早めに自主的
に避難しましょう。

梅雨・台風の備えは万全ですか？

大雨・台風に備えて…

警 報 豆 知 識
◆大雨警報／雨量が1時間に40ミリ以上（ただし総雨量が100ミリ）・3時
間に90ミリ以上・24時間に150ミリになる場合（兵庫県南部の例）
で大雨によって重大な災害が起こる恐れがあると予想された時。
◆洪水警報／大雨警報と同じ雨量で、洪水に
よって重大な災害が起こると予想された時。
◆暴風警報／平均風速がおおむね毎秒20メー
トルを超え、重大な災害が起こると予想された時。

★非常持出品の準備はOK？
いざというときに備えて、日頃から非常持出袋を用意しましょう。
蘆貴重品
（現金、預金通帳、免許証、保険
証など）

蘆非常食品（カンパン、缶詰など）
蘆衣料品
（下着、上着、タオル、軍手など）
蘆医薬品
（包帯、傷薬、胃腸薬、鎮痛剤など）
蘆その他
（携帯ラジオ、懐中電灯など）
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田
植
え
シ
ー
ズ
ン
も
ほ
ぼ
終
わ
り

に
な
り
ま
し
た
。
市
内
２，

０
４
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
植
え
ら
れ
た

早
苗
が
す
く
す
く
と
大
き
く
な
り
、

一
面
が
緑
色
に
な
る
美
し
い
季
節
で
す
。

今
月
号
か
ら
、
﹃
市
長
か
ら
の
手
紙
﹄
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
私
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
や

街
角
で
の
雑
感
、
そ
し
て
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の

返
事
な
ど
も
含
め
、
自
由
な
テ
ー
マ
で
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
が
市
民
主
体
の

“市
民

参
画
都
市
”
を
築
き
上
げ
る
た
め
の
基
本
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

の
声
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る
限
り
お
聴
き
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
市
長
の
私
を
は
じ
め
市
役
所
職
員
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で

す
。
と
も
す
れ
ば
、
日
々
の
過
密
な
職
務
の
中
で
、
よ
ほ
ど
意
識

し
て
い
か
な
い
と
、
皆
さ
ん
と
の
接
点
が
な
い
ま
ま
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で

“市
民
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ッ
ク
ス
”
や

“市
民
ふ
れ
あ

い
提
案
箱
”
に
よ
り
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
６
月
か
ら
加
西
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
﹃
市
長
へ
の
メ
ー

ル
﹄
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
加
西
を
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
市

政
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
応

方
法
を
検
討
し
、
今
後
の
市
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

元
気
の
あ
る
ま
ち
、
住
ん
で
い
て
楽
し
い
ま
ち
を
み
ん
な
で
力

を
合
せ
て
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

加
西
市
長

No. 1

蘆
写
真
…
加
西
市
防
災
・
水
防
会
議
で

挨
拶
す
る
柏
原
市
長

市
政
に
つ
い
て
、
具
体
的
で
建

設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
関

係
部
署
が
そ
の
対
応
方
法
を
検
討

し
、
今
後
の
施
策
に
反
映
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
政
に
関
係
の
な
い
内

容
や
個
人
・
団
体
を
誹
謗
中
傷
す

る
よ
う
な
内
容
の
ご
意
見
等
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

基
本
的
に
は
電
子
メ
ー
ル
で
返

信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

回
答
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
名

前
お
よ
び
回
答
に
必
要
な
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ご
記
入

の
な
い
場
合
は
、
参
考
意
見
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ま
た
、内
容
に
よ
り
ま
し
て
は
、

回
答
ま
で
多
少
期
間
を
要
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

★
市
長
へ
の
メ
ー
ル
の
送
信
は

m
ayor@

city.
kasai.hyogo.jp

ま
で
。

市長への提言やまちの話題、情報などをファ

ックスでお寄せください。

◆問合先 秘書広報課（蕁瀚８７０１）

フリーダイヤル

藪0120－43－2081
（しみんふれあい）で市長のもとに届きます。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
市
長
へ
の
メ
ー
ル
』
が
新
設

市
民
ふ
れ
あ
い
提
案
箱
『
か
さ
い
夢
ポ
ス
ト
』
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
に
新
設
!

市
民
ふ
れ
あ
い
提
案
箱
『
か
さ

い
夢
ポ
ス
ト
』
は
市
役
所
１
階
市

民
福
祉
部
市
民
相
談
係
前
の
カ
ウ

ン
タ
ー
に
設
置
し
、
貴
重
な
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
提
案
箱
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
交
流
拠
点
で
あ
る
ア
ス
テ
ィ
ア

か
さ
い
３
階
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
も
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
、
平
成
18
年
の
ひ
ょ

う
ご
国
体
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
マ

ス
コ
ッ
ト
の

″は
ば
タ
ン
″
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
や
、
ご
提
案

が

″は
ば
タ
ン
″
に
乗
り
、
市
役

所
に
数
多
く
運
ば
れ
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
政
に
あ
な
た
の
意
見
を
反
映
し
ま
せ
ん
か
!!

市民ふれあいファックス
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れ
な
か
っ
た
代
理
記
載
に
つ
い
て

も
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票
が
で
き

る
方
の
う
ち
、
特
に
上
肢
又
は
視

覚
に
重
度
の
障
害
を
有
し
、
一
定

こ
の
制
度
は
、
選
挙
期
日
（
投

票
日
）
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日

と
同
じ
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
直

接
、
投
票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の
よ
う

に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
、

そ
れ
に
署
名
を
す
る
と
い
っ
た
手

続
き
が
不
要
に
な
り
、
投
票
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
投
票
が
で
き
る
期
間

の
初
日
が
、「
告
示
日
（
公
示
日
）

の
翌
日
」に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
外
の
市
町
村
（
滞
在

地
）
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う

不
在
者
投
票
、
病
院
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
・
入
所
中

の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
行
う

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来

と
同
じ
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す

が
、
投
票
開
始
日
は
告
示
日
（
公

示
日
）
の
翌
日
か
ら
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
者
が
拡
大

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
っ

て
、
投
票
に
行
け
な
い
方
の
た
め

に
、
自
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

制
度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
対
象
者
に
、
新
た
に
介
護
保

険
法
上
の
「
要
介
護
５
」
の
認
定

を
受
け
て
い
る
方
等
が
加
わ
り
ま

し
た
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
で

代
理
記
載
制
度
が
創
設

従
来
、
投
票
所
で
し
か
認
め
ら

加
西
市
で
は
、
今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
従
来
の
不
在

者
投
票
に
変
わ
っ
て
期
日
前
投
票
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

の
要
件
を
備
え
た
次
の
方
に

つ
い
て
は
、
郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票
に
お
い
て
も
、

代
理
記
載
に
よ
る
投
票
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の

身
体
障
害
者
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

②
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上

の
戦
傷
病
者
で
、
戦
傷
病

者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
と

記
載
さ
れ
て
い
る
方

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
や
代
理
記
載
制
度

に
よ
る
投
票
を
行
う
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
申
請
や
、「
代

理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
証
明

手
続
」
及
び
「
代
理
記
載
人

と
な
る
届
出
の
手
続
」
が
必

要
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
蕁
瀚
８
７

８
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
役
所
で
行
う
不
在
者
投
票
制
度
が

期
日
前
投
票
制
度
に
変
わ
り
ま
す

郵便等による不在者投票の対象者
手帳の種類 障　害　の　種　別

両下肢、体幹又は移動機能の障害
内臓（心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸）機能の障害
免疫の障害
両下肢又は体幹の障害
心臓、じん臓又は呼吸器の障害
要介護状態区分

障害等の程度

1級もしくは2級

1級もしくは3級

1級から3級まで
特別項症から第2項症まで
特別項症から第2項症まで
要介護5

身体障害者手帳

戦傷病者手帳

介護保険の被保険者証
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今
後
採
用
予
定
の
市
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

<

採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格>

蘆
事
　
務
　
６
名

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

蘆
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

１
名

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
短
期
大
学
以
上
を
卒
業
又
は
平

成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
保
育
士
資
格
と
幼
稚

園
教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
方

又
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に

同
資
格
と
同
免
許
の
両
方
を
取
得

見
込
み
の
方

<

受
験
手
続
に
必
要
な
も
の>

※
全
職
種
共
通

①
受
験
申
込
書
（
本
市
所
定
の
も
の
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
証
明
書
又
は

卒
業
見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

各
々
の
資
格
、
免
許
の
写
（
但

し
、
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
方
は
不
要
）

<

受
付
期
間
及
び
受
付
時
間>

６
月
28
日
豺
〜
７
月
７
日
貉

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
筆
記
試
験
　
７
月
25
日
豸

･
試
験
場
所
　
加
西
市
役
所

②
面
接
試
験
　
７
月
27
日
貂

市
議
会
定
例
会
開
催

議
会
役
員
、
委
員
会
委
員
を
改
選

第
１
９
９
回
加
西
市
議
会
定
例

会
が
、
６
月
２
日
貉
か
ら
24
日
貅

ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
議
会
で
は
、
議

長
、
副
議
長
な
ど
の
議
会
の
各
役

員
、
各
種
委
員
会
委
員
の
改
選
を

は
じ
め
、
報
告
４
件
、
人
事
案
件

５
件
を
提
出
し
審
議
中
で
す
。

９
議
案
を
審
議

第199回議会の新しい役員・委員
◎…委員長　○…副委員長

議　　長　西　村　　　衛
副 議 長　桜　井　光　男
監査委員　繁　田　　　基

◎山下光昭　◯高見　忍　　
岸本正三　　黒田広之　　繁田　基
友藤雄彦　　円井滋美

議会運営委員会

常 任 委 員 会

総　務
◎森田博美　◯円井滋美
後藤千明　　繁田　基　　高見　忍
友藤雄彦　　吉田　稔

厚　生
◎西浦　徹　◯岸本正三
井上芳弘　　黒田広之　　西川正一
西村　衛　　山下光昭

建設経済
◎織田重美　◯高橋佐代子
桜井光男　　土本昌幸
三宅利弘　　森元清蔵

特 別 委 員 会

行政改革
◎後藤千明　◯三宅利弘
黒田広之　　土本昌幸　　西浦　徹
西川正一　　円井滋美

副議長に

桜井光男氏
議長に

西村　衛氏

加加加加
西西西西
市市市市
職職職職
員員員員
募募募募
集集集集

平
成
17
年
4
月
採
用

予
備
日
　
28
日
貉

・
試
験
場
所
　
市
民
会
館
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
実
技
試
験
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
の
み
）

７
月
27
日
貂

・
試
験
場
所
　
加
西
市
民
会
館
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
・
問
合
先

総
務
課
人
事

係
（
蕁
瀚
８
７
０
２
）

業
　
務

ご
み
収
集
業
務
の
補
助

募
集
人
員

２
名

期
　
間

７
月
１
日
〜
８
月
31
日
（
１
名
）

８
月
１
日
〜
９
月
30
日
（
１
名
）

※
但
し
、
土
日
祝
日
は
休
み

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
15
分

時
　
給

１，
２
２
５
円

業
務
内
容
問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
蕁
瀟
０
６
０
２
）

申
込
先

総
務
課
人
事
係

（
蕁
瀚
８
７
０
２
）

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
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～みんなでまつりをつくりたい～
あなたのできることで参加してみませんか。

★当日スタッフ
蘆キッズスタッフ
（迷子や出演する子どもたちの誘導など）
蘆グッズ販売・募金ブーススタッフ
（オリジナルグッズ販売など）
蘆本部スタッフ（本部のお手伝い）
蘆会場警備スタッフ
（会場及びその周辺で案内や警備）
蘆記録スタッフ（写真・ビデオでの記録撮影など）
蘆会場準備スタッフ（テント設営など）
★翌日スタッフ（翌日、祭り会場、駐車場、花火会
場などのごみ拾い、提灯の片付けなど）

加西サイサイまつりを市民全体で盛り上げていく
ために市民の皆さんのご協力をお願いしたいと考え
ています。振込は市内金融機関窓口での振込、もし
くは祭典委員会で受付中。また、市役所及び各公民
館、福祉会館にも個人協賛箱を設置しています。
★申込・問合先
加西サイサイまつり実行委員会事務局
（蕁090－8215－5992 yubi@sannet.ne.jp）

加西サイサイまつり祭典委員会事務局　〒675－
2395 加西市役所商工観光課内（蕁瀚８７４０）

ボランティアスタッフ募集

出演する人も、スタッフも、見に行く人もみんな

祭りの参加者です。

一緒にまつりをつくってみませんか？

まつりの感動と興奮を一緒に味わいましょう！
8月1日豸 雨天の場合8日豸

加西市役所駐車場とその周辺

開 催 日

個人協賛金のお願い

…当日のプログラム…
〔市民グラウンド〕

8：00～12：00 市民ゲートボール大会
〔アスティアかさい〕

13：30～15：30 寄さ来いおどり

20：35 加西音頭・ＮＥＷ加西音頭
21：25 花彩はなび

〔メイン会場〕（駐車場）
8：30～12：00
チャリティーバザー
16：30～
伝統芸能披露
キッズおみこしパレード
兵庫県警察音楽隊
17：40～
おどり参加チーム演舞
関西京都今村組演舞

〔ゆめ会場〕
（市民会館前路上）

17：30～
夜さ来いおどり

〔ねひめ会場〕
（社土木事務所前）

17：30～
夜さ来いおどり

★日　時／６月・７月の毎週金曜日（※雨天中止）
午後７時30分～午後９時30分

★場　所／アスティアかさい　屋上広場
★参加費／無料

みんなで参加してサイサイまつりで
一緒におどりましょう。

ＮＥＷ加西音頭練習会開催!
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受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
前
年
の
所
得
が
別
表
の
限

度
額
以
下
で
、
次
に
該
当
す
る
方

で
す
。（
但
し
、
乳
児
医
療
の
０
歳

児
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

◆
老
　
人

満
65
歳
〜
69
歳

◆
障
害
者

65
歳
未
満
の
方
で
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
及
び

療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
盧
判
定
の
方

◆
母
子
家
庭
等

満
18
歳
未
満

（
高
校
卒
業
ま
で
）
の
母
子
家
庭

及
び
父
子
家
庭
の
親
と
子
供
及
び

満
18
歳
未
満
の
遺
児

◆
乳
幼
児

義
務
教
育
就
学
前
の

乳
幼
児

右
記
に
該
当
し
、
ま
だ
申
請
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
蕁
瀚
８
７
２
１
）

（
注
１
）
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
・

療
育
手
帳
Ｂ
盧
を
お
持
ち
の
方
の

所
得
制
限
は
、
７
月
１
日
か
ら
は

本
人
の
所
得
が
な
い
場
合
の
み
該

当
に
な
り
ま
す
。
配
偶
者
・
扶
養

義
務
者
は
今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

7
月
1
日
か
ら
…

新
し
い
福
祉
医
療
受
給
者
証
に
か
わ
り
ま
す

福祉医療所得制限限度額表

区
　
分

老
人

市町村民税非課税
1割または
2割

障

害

者

0
1
2
3

4,596,000
4,976,000
5,356,000
5,736,000

6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000

なし

母
子
・
父
子
等

0
1
2
3

1,540,000
1,920,000
2,300,000
2,680,000

なし

乳

幼

児

0
1
2
3
4

4,600,000
4,980,000
5,360,000
5,740,000
6,120,000

0歳　なし

1歳～就学前
・入院　なし
・外来　1割

扶養親
族の数

受給者本人 受給者の配偶者及び
扶養義務者
幼児保護者
（母子・父子等）

自己負担

(人) (円) (円)

（注1）

★
保
険
税
の
決
め
方

①
医
療
分
の
保
険
税
の
額
は
、
そ

の
年
に
予
想
さ
れ
る
国
保
全
体
の

医
療
費
か
ら
、
受
診
の
と
き
患
者

が
負
担
す
る
自
己
負
担
分
と
国
な

ど
の
補
助
金
を
除
い
た
額
に
な
り

ま
す
。
各
世
帯
に
対
す
る
保
険
税

は
、
所
得
割
額
、
均
等
割
額
、
平

等
割
額
を
基
準
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。

決
定
さ
れ
た
保
険
税
額
は
７
月

上
旬
に
郵
送
か
納
税
組
合
を
通
じ

て
、
各
世
帯
に
通
知
し
ま
す
。

②
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
が
い
る
世
帯

に
、
医
療
分
の
保
険
税
に
介
護
分

の
保
険
税
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
に
な
る
と
介
護
保
険
料

と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
と
は
別

に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
39

歳
ま
で
の
方
は
介
護
分
の
保
険
税

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
保
険
税
の
納
期

保
険
税
は
次
の
納
期
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
、
８
月
、

９
月
、
10
月
、
11
月
、
12
月
、
翌

年
１
月
、
２
月
（
計
８
回
）

保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
に
あ
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
は

世
帯
主
宛
に
送
ら
れ
ま
す
。

納
め
忘
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に

保
険
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
税
の
軽
減

平
成
15
年
中
の
所
得
が
、
一
定

の
所
得
基
準
を
下
回
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
保
険
税
の
均
等
割
額
と

平
等
割
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
の
軽
減
は
、
世
帯
全
員

の
所
得
が
申
告
さ
れ
て
い
な
い
と

基
準
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判

定
が
で
き
ま
せ
ん
。
前
年
中
の
所

得
が
分
か
ら
な
い
世
帯
に
は
、
申

告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
保
険
課

国
保
医
療
係
へ
（
蕁
瀚
８
７
２

１
））また

、
２
割
軽
減
に
該
当
す
る

場
合
は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
申
請

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
税
務
課

税
制
係
へ
（
蕁
瀚
８
７
１
２
））

―
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
―

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

所得割額
加入者の前年中の所得から基
礎控除（33万円）を引き、
その額に一定率を掛けた額

8％

医 療 分 介 護 分

1％

均等割額
加入者一人あたりいくらと
して計算した額

26,000円 6,100円

平等割額 一世帯あたりの一定額 29,000円 3,600円

課税限度額 一世帯あたりの限度額 530,000円 80,000円

平成15年中の総所得金額（世帯主と被保険者の合計所得）
が下記の金額以下の場合

7割軽減 33万円 申請書の提出は不要です。

5割軽減
33万円＋24万5千円×
（世帯主を除いた被保険者数）

申請書の提出は不要です。

2割軽減
33万円＋35万円×

（被保険者）
申請書の提出が必要です。
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会
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祉
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団
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と
社
会
の
課
題
に

つ
い
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話
し
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市
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一
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と
り
が
尊
重
さ
れ
自
由
に
生
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方

を
選
び
、
市
民
が
地
域
で
安
心
し

て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

″福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
″
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取
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組
ん
で
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ま
す
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市
長
と
一
緒
に
行
政
施

策
へ
の
要
望
や
方
針
を
語
り
あ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
　
時

７
月
３
日
貍

午
前
10
時
〜
12
時

◆
場
　
所

健
康
福
祉
会
館
１
棟

２
階
　
研
修
室
１
・
２

◆
対
　
象

福
祉
団
体
・
障
害
者

団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
内
　
容

誰
も
が
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
問
合
先

加
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
蕁
潴

８
１
３
３
、
蕁
瀚
６
６
５
８
）

※
当
日
の
発
言
は
、
事
前
に
意
見

書
を
提
出
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団

体
の
み
と
な
り
ま
す
。
若
干
、
傍

聴
席
を
設
け
て
い
ま
す
。
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昭和天皇の「極秘指令」 平野貞夫
臨　場 横山秀夫
羽生の法則volume1（歩の手筋） 羽生善治
お仕事してても子は育つ（働くママの
「後ろめたい症候群」） メアリー・C・ヒッキー
生かされている私（わたし） 高木美保
死の壁 養老孟司
雨の日のイルカたちは 片山恭一
中国の日本潰しが始まった 黄　文雄
年金の悲劇
（老後の安心はなぜ消えたか） 岩瀬達哉
歩くことからはじめよう
（この症状にはこの歩き方が効く!）黒田恵美子
冠婚葬祭とおつきあい
「いまどき」マナー事典 近藤珠實
織田大戦記１～５ 竹中　亮
心と体をきれいにする禅の食事 武田鏡村

おそ松くん １～４
おかあさんといっしょ ファミリーコンサート
ためしてガッテン １～５

〔休館日〕毎週月曜日・国民の祝日・毎月末日

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 デビ オ

〔図書館バックについてのお願い〕
本と一緒にバックも貸出していますが、数に限りが

ありますので、できるだけ自分の袋を用意してください。

★インターネット予約開始しました。詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

6月19日貍・26日貍
7月10日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

7月3日貍
14：00～14：30

映画：「スイート・シクスティーン」
監督：ケン・ローチ（イギリス）

２００２年上映

服役中の母ジーンはリアムの16歳の誕生日前日に釈放される。リアム
は胸をときめかせ今の生活を抜け出す決意をしていた。夢に見た家族
の姿、それはジーンの恋人スタンや実の祖父ラブのようなチンピラの手の
届かない安息の場所で、母と姉とささやかながら幸せな生活を送ること
だ。
しかしそのためには何よりもまずお金を貯めなければならない。リアム

が親友ピンボールと始めた計画は、大きなトラブルを巻き起こし深みには
まって行く…。
緑と水の豊かな美しい風景が広がるスコットランドの田舎町。厳しい現

実から抜けだそうともがき苦しむ少年たちの焦燥感、母を想う無垢な心
と親友との葛藤、少年期に特有の無軌道な高揚感、そんな青春の光と
影を、カメラはすくい取る。そして少年たちのヒリヒリするような心の叫び
を見事に描き出している。

◆日　時／６月25日貊 午後８時～９時45分
◆場　所／地域交流センター 多目的ホール
◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

6月のねひめCue! 上映作品

天
守
閣
照
ら
す
ラ
イ
ト
や
春
お
ぼ
ろ

増
田
　
敏
子

腰
か
け
て
石
に
温
も
り
も
ら
い
け
り

多
田
み
ゑ
子

何
と
な
く
こ
の
道
が
好
き
猫
柳

横
田
　
花
子

児
を
思
う
母
の
ま
な
ざ
し
春
の
星

塚
原
　
恒
子

古
燈
籠
春
蘭
添
ひ
て
揺
れ
て
を
り

芦
田
か
ず
え

麗
か
や
栄
華
を
偲
ぶ
奥
座
敷

竹
内
　
育
子

一
句
欲
し
庭
の
借
景
春
の
水

佐
伯
ゆ
き
え

山
茱
萸
の
古
木
活
け
ら
る
大
旧
家

大
久
保
多
代

耒
住
邸
の
句
座
に
椿
の
香
を
放
つ

佐
伯
　
泰
子

童
子
山
訪
ふ
て
桜
に
温
ま
る

永
井
　
照
子
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5月20日貅、高齢者大学サルビア学園の入学
式が行われ18名の新入生が仲間入りしました。
サルビア学園は、月に1回、教養講座や趣味講
座を開講し4年間勉学に励まれます。同日、新
入生の皆さんは、在校生やOBなど約100名の
参加者と一緒に県高齢者生きがい創造協会の井
上正敏さんから「新たな交流を求めて－感性豊
かに生きよう－」と題した講演を聞きました。

加西市さつき展　130点が展示
5月28日貊～30日豸の3日間、市民会館ギャラリーで、市さ

つき同好会のメンバー21名が丹精込めて育てたさつき盆栽と
山野草約130点を
展示し、来館者の
目を楽しませてく
れました。また、
同会会員の岡田一
三さんによるさつ
きの育て方や手入
れの仕方などの講
習会も開かれまし
た。

5月19日貉、加西ライオンズクラブ（三枝實会
長）から、市民会館に「オーディオ機器一式」、
加西養護学校には「さおり織り機一式」を寄贈し
ていただきました。市民会館では、玄関ホールや
2階ギャラリーにクラシックなどの音楽BGMを
流し、会館利用者が心地よく過ごせるように役立
てます。

根日女花倶楽部（岩井泰三会長）
は、5月15日貍、16日豸加西イン
ターロータリー周辺花壇でオープン
ガーデンを行いました。同倶楽部は、
加西ICロータリーやその周辺沿道
花壇に四季折々の花を植え、「花の
まち　かさい」の玄関口を飾ってい
ます。当日は、ハーブティーや花の
苗のプレゼントも行われました。

加西市花と緑の協会総会で
花壇・花づくりコンクールの優秀者を表彰

5月28日貊、花と緑の協会（三宅通義会長）総会が行われ、花壇・花
づくりコンクールの表彰授与式がありました。特別賞は、個人部門で古
角眞子さん（西横田）、企業部門で喫茶　正樹さん（山下東）が受賞さ
れました。

根日女花倶楽部が
加西インター周辺花壇でオープンガーデン

5月19日貉～23日豸、市民会館ギャラリーで白
鳥愛護会（井之上春治会長）は、白鳥写真展を行
いました。アマチュアカメラマン35人が撮ったコハ
クチョウの写真70点を展示。白鳥の華麗な雄姿に
魅せられて早朝から夕方までシャッターチャンスを待
ち続け撮影した力作ばかりでした。白鳥愛護会のメ
ンバーは、来年飛来してくる白鳥見物や写真撮影
時のマナー向上にとチラシの配布も行いました。

冬の使者「コハクチョウ」に魅せられた
白鳥愛護会メンバーが写真展を開催

18名が新しく入学
高齢者大学サルビア学園入学式＆開講式

加西ライオンズクラブが
市民会館にオーディオ一式を寄贈

▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）▲特別賞を受賞された古角眞子さん（写真左）とその花壇（写真右）
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人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受けた民間のボランティアの方
たちです。法務局の人権相談所や自宅などで住民の皆さんからの人権相
談を受けるなど地域の中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように
見守り、人権を擁護するために活動されています。全国では約14,000
名、加西市では9名の委員さんが活動されています。
5月3日に、次の4名が「全国人権擁護委員連合会長表彰」を受賞され

ました。
写真左から、三船明義さん（鎮岩町）、藤城まり子さん（上宮木町）

上坂みさ子さん（若井町）、玉田幸代さん（玉野町）

人権擁護委員4名が全国人権擁護委員連合会長表彰を受賞

シンガポール・ヘンリーパーク小学校の
児童18名が来日　田植えを初体験

5月23日豸～30日豸、北条東・シンガポール国際
親善交流会主催でシンガポール・ヘンリーパーク小学
校から児童18人が来日。市内でホームステイし、北
条東小学校の授業に参加したり、姫路城などの観光を
楽しんだりしました。

「看護の日」に看護体験
5月8日貍、加西病院

では「ふれあい看護体
験＆コンサート」を実施。
中高校から29人が看護
職を体験。入院患者さん
の足浴や車イス散歩、血
圧測定など看護師の指導
で介助しました。また、
市内の小学生ら18人の
子どもたちは、「早く元
気になってね」などと手
作りしたメッセージカー
ドを患者さんに手渡しま
した。午後には、泉中学
校吹奏学部や加西児童合
唱団などのふれあいコン
サートが行われ、入院患
者さんたちは演奏に聞き
入っていました。

第37回加西市
陸上競技選手権大会

北条中学校グランドで、5月30日豸、小中学
生を中心に約800人が50メートル・100メー
トル・リレー競争などの種目を家族の声援のも
とさわやかな汗を流しました。

6月6日豸、加西市民グラウンドで、消防団員として必要
な規律と、消防技術の向上を図り、災害に即応できる技術取
得をめざした加西市消防操法大会が開催。自動車ポンプ6隊、
小型動力ポンプ18隊で競技が行われました。
自動車ポンプの部では国正部（第9分団）、小型動力ポン

プの部では山田部（第10分団）がそれぞれ優勝しました。

国正部と山田部が優勝 ―消防操法大会―
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身近な人権課題『女性と人権』
男女平等は、憲法にも明記されており、法制上

も、男女雇用機会均等法はじめ男女共同参画社
会基本法などの法律の整備等により、女性を取り
巻く環境整備が進んできました。しかし、現実に
はまだ「男は仕事、女は家庭」といった性別役割
分担意識が社会に根強く残っています。さらに、
夫やパートナー等からの暴力、セクシュアル・ハ
ラスメント（性的な言動に起因する迷惑な行為）
や性犯罪などの「女性に対する暴力」の問題も、
女性の人権に関する重大な問題の一つです。
こうした問題の解消には、周囲の人の理解と協
力が重要です。最近では、育児休業制度の充実
や介護休業制度の導入、学校における家庭科の
男女共修など様々な面で制度等の見直しが進め
られていますが、これと同時に、一人ひとりが自
らのライフスタイルを見つめ直し、性別にとらわ
れずに多様な人生を選択できる社会を実現するた
め、努力していくことが必要です。
普段なにげなく使っている言葉に女性への偏見

がありませんか？ 男女の「違い」は認めつつ、
「偏見・差別」を無くし、「自分らしさ」（それぞ
れの個性）を大切にして生きたいものです。
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２
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に
は
、

そ
の
数
を
増
す
中
世
特
有
の
石
造
物

で
す
。
造
立
の
背
景
に
は
、
鎌
倉
新

仏
教
な
ら
び
に
関
東
武
士
団
の
興
隆
、

一
般
の
武
士
層
へ
の
普
及
な
ど
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
碑
は
、
北
条
町
東
高
室
あ
た
り

で
産
出
す
る
凝
灰
岩
を
用
い
た
古
墳

「
明
る
く
素
直

だ
が
、
ち
ょ
っ
と

大
人
し
い
」
こ
れ

が
本
校
児
童
の
定
説
で
す
が
、
も

う
少
し
具
体
像
に
迫
る
と
…
…
①

業
間
も
昼
休
み
も
運
動
場
は
子
ど

も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
元
気
に
外

遊
び
が
で
き
ま

す
。
②
膝
を
つ
い

て
雑
巾
が
け
、
掃

除
を
熱
心
に
し
ま

す
。
③
一
年
中
、

校
庭
は
花
で
い
っ

ぱ
い
、
全
部
子
ど

も
た
ち
が
世
話
を

し
て
い
ま
す
。
④

学
校
で
の
怪
我
が

半
減
し
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
学
校

生
活
を
反
映
し
て

い
ま
す
。

こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
対
し

て
、
今
年
は
「
も
っ
と
よ

い
子
に
　
も
っ
と
よ
い
学

校
に
し
よ
う
!
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
何
も
言
う
こ
と
の
な
い

子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
も

う
ち
ょ
っ
と
何
と
か
し
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か

ら
で
す
。
①
言
わ
れ
た
こ
と
は
で

き
る
が
、
自
分
か
ら
進
ん
で
し
よ

う
と
し
な
い
。→

あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
「
自
分
た
ち
で
」

「
自
分
か
ら
」
と
い
う
面
を
育
て

て
い
き
た
い
。②
交
通
事
故
３
件
、

い
じ
め
も
あ
り
ま
し
た
。→

何
と

し
て
も
交
通
事
故

０
、
い
じ
め
０
。

③
あ
い
さ
つ
は
で

き
る
が
ち
ょ
っ
と

元
気
が
な
い
。→

大
き
な
声
か
け
を

す
る
。

こ
の
ほ
か
に
も

う
一
つ
「
も
っ
と

勉
強
し
よ
う
!
」

と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
世
界
一
本
を

読
み
、
世
界
一
よ

く
勉
強
し
て
い
た
日
本
の
子
ど
も

が
、
世
界
で
一
番
本
を
読
ま
ず
、

勉
強
を
し
な
い
子
ど
も
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
幸
い
、
生
活
基
盤
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
本
校
の
子
ど

も
た
ち
だ
か
ら
、「
も
っ
と
勉
強

を
」
と
呼
び
か
け
て
も
大
丈
夫
と

判
断
し
ま
し
た
。

も
っ
と
よ
い
子
に
も
っ
と
よ
い
学
校
に
!

時
代
後
期
の
扁
平
な
石せ

っ

棺か
ん

蓋ふ
た

石い
し

を
再

利
用
し
て
い
ま
す
。
本
碑
の
形
は
、
石

棺
固
有
の
形
を
残
し
た
ま
ま
で
、
板

碑
通
有
の
山
形
の
頂
部
、
二
条
の
切

り
込
み
を
持
た
な
い
な
ど
、
当
地
方
特

有
の
形
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
高
百
八
十
㎝
、
幅
七
十
九
㎝
、
厚
さ

十
五
㎝
の
蓋
石
で
、
石
棺
内
面
を
手
前
に

向
け
た
状
態
で
樹
立
し
て
い
ま
す
。
内
面

を
深
さ
五
㎝
程
彫
り
込
み
、
そ
の
中
に
阿

弥
陀
三
尊
を
表
し
た
梵ぼ

ん

字じ

（
種し

ゅ

字じ

）
を
陰

刻
し
、
本
尊
の
上
に
丸
味
を
帯
び
た
三

個
の
宝
珠
状
の
刻
み
を
入
れ
て
い
ま
す
。

造
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
向
か
っ
て
左

方
の
下
半
部
に
「
正
和
３
年
（
１
３
１

４
）
２
月
29
日
」
の
鎌
倉
時
代
末
期

に
属
す
る
年
号
が
確
認
さ
れ
、
県
内

で
も
製
作
年
代
が
明
ら
か
な
優
品
の

一
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「いつまでも住みつづけたいまち、住んで
いてよかったと言えるまち」をめざして
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清
せい

慶
けい

寺
じ

板
いた

碑
び



こ
の
た
び
院
長

職
を
受
け
た
ま

わ
り
ま
し
た
。
私

は
３
年
前
に
本
院

に
赴
任
し
、
い
く

つ
か
の
院
内
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
本

院
の
優
れ
た
点
も
問
題
点
も
つ
ぶ
さ
に
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
院
で
の
経
験
か
ら
、
政

治
や
経
済
情
勢
や
社
会
意
識
が
い
か
に
深

く
病
院
の
有
り
方
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
に

目
を
開
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。

病
院
を
外
か
ら
見
て
い
ま
す
と
、
大
勢
の

職
員
が
い
て
大
勢
の
患
者
さ
ん
を
お
世
話
す

る
大
き
な
組
織
で
少
し
く
ら
い
の
こ
と
で
は

ビ
ク
と
も
し
な
い
よ
う
に
映
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
内
部
の
目
か
ら
は
、
わ
ず
か
な
流
れ
の

変
化
に
よ
っ
て
も
揺
ら
ぐ
脆
弱
な
土
台
に
乗

っ
た
組
織
と
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
病
院
が

置
か
れ
た
厳
し
い
状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

自
治
体
病
院
の
存
在
理
由
は
市
民
に
必

要
と
さ
れ
る
病
院
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
論

を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
達
は
そ
の
た

め
に
、
盧
患
者
さ
ん
の
権
利
を
尊
重
す
る
思

い
や
り
の
医
療
、
盪
市
民
が
安
心
し
て
頼
れ

る
高
度
で
良
質
の
医
療
、
蘯
活
力
あ
る
病

院
と
し
て
存
続
で
き
る
効
率
的
運
営
の
三
つ

の
基
本
方
針
を
立
て
ま
し
た
。
加
西
市
の

よ
う
に
全
市
で
総
合
病
院
が
一
つ
と
い
う
環

境
で
は
、
本
院
の
持
つ
高
度
の
医
療
機
能
を

い
か
に
市
民
全
体
に
利
用
し
て
も
ら
う
か

が
重
要
で
す
。
市
民
が
切
実
に
必
要
と
す

る
救
急
医
療
や
重
症
疾
患
へ
の
高
度
医
療

は
加
西
市
で
は
本
院
が
引
き
受
け
る
以
外

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
か
か

り
つ
け
医
の
先
生
方
と
病
院
と
の
間
で
患
者

さ
ん
の
紹
介
逆
紹
介
を
密
接
に
行
う
病
診

連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
か
ら
病
院
の
目
標
を
具
体
的
に
決

め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
べ
く
一
歩
一
歩
進

ん
で
い
く
年
度
目
標
を
作
り
ま
し
た
。
考

え
ら
れ
る
課
題
と
し
て
、「
急
性
期
医
療
の

推
進
」、「
臨
床
研
修
の
充
実
」、「
病
院
経

営
の
強
化
」、「
Ｉ
Ｔ
の
進
化
」、「
接
遇
改
善
」

な
ど
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
年
は
ま

ず
、『
患
者
安
全
対
策
―
あ
ら
ゆ
る
事
を
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
!
』
を
目
標
に
院
内
挙
げ
て

取
り
組
み
、
市
民
の
方
々
に
更
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
を
め
ざ
し
ま
す
。

本
院
が
市
民
の
役
に
立
つ
活
力
あ
る
病
院

と
し
て
存
続
で
き
ま
す
よ
う
、
市
民
と
一

緒
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

食中毒予防3原則

院
長
就
任
に
あ
た
っ
て

市
立
加
西
病
院

院
長
　
山
　
辺
　
　
裕

（加西市歯科衛生士会）

長生きの秘訣って？？

長生きをするための秘訣をご
存知ですか？①腹八分目…バラ
ンスよく食べる。②毎日適度な
運動を心がける。③くよくよしな
い。④早期診断・早期治療です。
「病は口から」という言葉があ
ります。おいしく食べて楽しく生
きるために、しっかりと歯磨きを
して歯を大切にしましょう。
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い
ず
み
会
会
員
（
東
剣
坂
）

藤
川
　
順
子
さ
ん

〈シェフから一言〉

旬の夏野菜を用いた一品です。
素揚げした後、お湯に通すので、
油の摂取を抑えることができま
す。夏バテ解消に良いでしょう。

笊なすび（４本）は、皮むいて、６つ割りにする。
笆１７０℃くらいの油で素揚げする。
笳お湯の中に入れて、油ぬきをする。（ザルでお
湯をかけてもよい）
笘フライパンになすびをきれいに並べて、だし
（１カップ）、砂糖（大さじ１）、しょうゆ（大さじ
２）、味りん（大さじ１）、酒（大さじ１）で味付
けして煮る。
笙煮汁がなくなってきたら、とき玉子（４コ）を全
体にかけて、火を止めてむらす。

〈作り方（4人分）〉

梅雨に入り、食中毒が多発する季

節になりました。食中毒は細菌やウイル

スがついた食品、飲料水等を飲食す

ることによって嘔吐や腹痛、下痢等を

起こします。特に抵抗力の弱い乳幼

児や高齢者は注意が必要です。

そこで、食中毒を予防する３原則を

身に付け、食中毒にならないように気

をつけましょう!

原則1：細菌をつけない
外出後や食事前等には手を石鹸で

もみ洗いし、流水でしっかり洗い流し

てください。手を拭くタオルは清潔で

乾いたもので。まな板や包丁は肉用、

野菜用と用途別に用意しましょう。

原則2：細菌を増やさない
食品は早めに食べ、保存分はすぐ

に冷蔵庫または冷凍庫へ。しかし

大腸菌など、低温に強い菌もあるの

で冷蔵庫や冷凍庫の過信は危険で

す。一時的な保存場所としましょう。

原則3：殺菌する
加熱調理では中心部温度が75℃で

１分間以上加熱しましょう。飲料水

は十分に煮沸をしましょう。

☆日頃から食中毒に負けない健康な

体づくりも心がけましょう!

もしも吐き気や嘔吐、腹痛、下痢な

ど食中毒が疑われる症状がみられた

場合はすぐに医療機関に受診してくだ

さい。
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小　林　亮　太くん

このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

兄妹　元気で楽しく
のびのびと育ってほしい!

〈ママの一言〉

高橋　尚
なお

之
ゆき

くん
5歳6カ月

虹
にじ

帆
ほ

ちゃん
3歳10カ月
（佐谷町）

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年４月生れの乳児 ６月22日（火）

《平成16年５月生れの乳児 ７月27日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年２月生れの乳児 ７月６日（火）

《平成16年３月生れの乳児 ８月３日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年１月生れの幼児 ７月13日（火）

《平成15年２月生れの幼児 ８月10日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成13年５月生れの幼児 ７月20日（火）

《平成13年６月生れの幼児 ８月17日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ７月15日（木）

《８月19日（木）》

■離乳食講習会（エプロンをご持参ください） 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

６月28日（月）

《８月27日（金）》

中期：７～８か月の乳児の保護者

７月23日（金）

《９月24日（金）》

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ、祖父母

７月９日（金）

《８月12日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のパパ・ママ ７月14日（水）

妊娠８か月以降のパパ・ママ ８月５日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
７月６日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
７月６日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館（１階会議室）

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
７月１日（木）健康福祉会館

７月１日（木）善防公民館

７月８日（木）農村環境改善センター

７月15日（木）北部公民館

■法律相談
７月22日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室

■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室

電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉

月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）

■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

ぼくの夢

パパ・和仁さん
ママ・真智代さん

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★母子健康手帳の交付は、随時健康長寿課（市役所２階）で受付
けています。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）
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〈
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
方
へ
〉

蘆
家
屋
調
査
に
つ
い
て

◎
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る

と
、
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）

及
び
不
動
産
取
得
税
の
も
と
と
な

る
固
定
資
産
評
価
の
た
め
家
屋
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

家
屋
調
査
は
該
当
す
る
建
物

（
外
部
及
び
内
部
）
の
仕
上
げ
ま

で
完
成
し
た
時
点
で
行
い
ま
す
。

建
築
途
中
の
家
屋
に
つ
い
て
は

税
務
課
担
当
職
員
が
巡
回
し
て
、

完
成
時
期
、進
捗
状
況
を
確
認
し
、

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
完
成
し
た
時
点
で
、
建
築

主
（
所
有
者
）
の
方
か
ら
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、連
絡
等
が
な
い
場
合
は
、

そ
き
ゅ
う
課
税
の
要
因
と
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
ご
用
意
い
た
だ
き
た
い
書
類

建
築
確
認
申
請
書
（
副
本
）

〈
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
へ
〉

◎
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

は
１
月
１
日
現
在
に
存
在
す
る
家

屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
家
屋

を
取
り
壊
さ
れ
た
時
は
速
や
か
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

税
務
課
資
産
税
係

（
蕁
瀚
８
７
１
３
）

近
年
、
正
規
の
手
続
き
で
入
国

し
た
後
、
定
め
ら
れ
た
在
留
期
間

を
超
え
て
不
法
に
国
内
に
残
留
す

る
外
国
人
や
、
外
国
人
犯
罪
組
織

を
利
用
す
る
な
ど
、
不
法
に
入
国

ま
た
は
上
陸
し
た
後
、
引
き
続
き

在
留
し
て
い
る
外
国
人
が
後
を
断

ち
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
不
法
滞
在
者
や
不
法

滞
在
者
を
雇
用（
不
法
就
労
助
長
）

す
る
悪
質
な
雇
用
主
な
ど
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
を
雇
用
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
在
留
期

間
・
在
留
資
格
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
加
西

警
察
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
法
滞
在
や
不
法
就
労

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
交
番
や
駐
在
所
な
ど
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
に
ご
協
力
を

〜
来
日
外
国
人
問
題
に

関
す
る
正
し
い
ご
理
解
を
〜

問
合
先

加
西
警
察
署

（
蕁
瀚
０
１
１
０
）

受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日

〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方試
験
の
程
度高

等
学
校
卒
業
程
度

募
集
人
員

約
35
人

申
込
期
間

６
月
22
日
貂
〜

29
日
貂

試
験
日

蘆
第
１
次
試
験
　
９
月
５
日
豸

教
養
・
適
性
・
作
文

蘆
第
２
次
試
験
　
10
月
14
日
貅
〜

21
日
貅
ま
で
の
指
定
す
る
日

人
物
試
験
・
身
体
検
査

問
合
先

大
阪
国
税
庁
　
人
事
第

二
課
試
験
係
（
蕁
０
６
―
６
９
４

１
―
５
３
３
１
）、
社
税
務
署
総

務
課（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
自
然
を

守
る
た
め
、
３
年
以
内
に
、
汲
み

取
り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ
に
、
ま

上
下
水
道
部
か
ら
の
お
願
い

下
水
道
の
使
え
る
区
域
で
は

一
日
も
早
く
水
洗
化
を
!

税
務
職
員
（
税
務
大
学
校

普
通
科
研
修
生
）
募
集

た
、
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
か

ら
出
る
排
水
は
、
下
水
道
に
流
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
も
、
下
水
道
へ
の

切
替
え
を
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

宅
内
の
水
洗
化
工
事
（
排
水
設

備
工
事
）
に
つ
い
て
は
、
加
西
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
工
事
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

上
下
水
道
部
業
務
課

（
蕁
瀚
８
７
９
５
・
８
７
６
２
）

最
近
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

管
内
で
「
国
民
年
金
セ
ン
タ
ー
」

等
の
架
空
の
団
体
名
を
名
乗
っ
て

未
納
保
険
料
を
振
り
込
む
よ
う
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
、
金
銭
を
だ
ま
し

と
ろ
う
と
い
う
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
や
加
古
川
社
会
保

険
事
務
所
で
は
銀
行
口
座
を
指
定

し
て
現
金
の
振
込
を
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
合
先

加
古
川
社
会
保
険
事
務

所
（
蕁
０
７
９
４
濕
４
５
１
１
）

年
金
加
入
者
へ
の
不
審
な

手
紙
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!

不意に訪問された販売員に「悪い運勢
を変える印鑑だ。これを買うと運勢がよく
なる」と言われ、大きな不安を抱えていた
ので、30万円と高額だったが契約した。一
向に好転しないので解約したい。
訪問販売なので、契約日を含めて8日

以内ならばクーリングオフできます。期間
が過ぎていても、業者が虚偽の説明をした

り、帰ってくれと頼んでも帰らない等の困
惑行為があった場合は取り消しを求めるこ
とができます。「○○を買ったら運勢がよく
なる」とはよく聞く表現ですが、商品の効
果ではなく、購入をきっかけにした心機一
転の成果と考えるべきでしょう。契約前に、
本当に必要なのか、支払いできるのかをじ
っくり考えてから決めましょう。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

不安あおる印鑑販売に注意!
日　時 ７月５日（月）
場　所 兵庫みらい農協

富田支店
午前９時～正午

（受付蜷午前９時～11時まで）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等
問合先 くらしと生活を守る会

事務局（蕁瀚８７３１）

再生修理会

く

ら

し

の

情

報
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く

ら

し

の

情

報

市
で
は
、
市
街
地
循
環
と
市
内

３
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

若
井
・
万
願
寺
線
を
一
部
変
更

し
、
７
月
１
日
貅
か
ら
新
た
に
上

芥
田
町
、
下
芥
田
町
、
広
原
町
を

経
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
停
留
所
を
４
ヶ

所
新
設
し
、
運
行
時
刻
も
一
部
変

更
し
ま
す
。
関
係
地
区
の
皆
さ
ん

に
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
時
刻
表

等
を
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先

企
画
調
整
課

（
蕁
瀚
８
７
０
０
）

乳
幼
児
期
の
接
種
に
よ
っ
て
で

き
て
い
た
抗
体
（
病
気
を
防
ご
う

と
す
る
力
）
は
弱
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
Ⅱ
期
の
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
再
び
抗
体
価
が

高
く
な
り
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
で

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
予
防
接
種

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

路
線
変
更
に
つ
い
て

き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

11
・
12
歳

（
主
に
小
学
６
年
生
）

料
　
金

無
料

実
施
時
期

７
〜
８
月

（
但
し
通
年
接
種
で
き
ま
す
）

必
要
な
物

母
子
健
康
手
帳
・
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
等
）

予
診
票
（
指
定
医
療
機
関
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
）・
体
温
計

実
施
場
所

上
記
の
指
定
医
療
機

関
（
早
め
の
事
前
予
約
必
要
）

た
ば
こ
を
や
め
た
い
け
れ
ど
な

か
な
か
自
分
一
人
で
は
や
め
ら
れ

な
い
!

と
い
う
方
、「
禁
煙
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
」
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

保
健
師
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

り
、
７
月
か
ら
約
３
ヶ
月
間
、
教

室
２
回
（
７
月
・
10
月
）、
電
話

等
で
あ
な
た
の
禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。（
定
員
８
名
　
先
着
順
）

《
第
一
回
目
の
教
室
》

日
　
時

７
月
16
日
貊
　
午
後
７

時
〜
午
後
８
時
30
分
（
予
定
）

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
方

内
　
容

○
医
師
に
よ
る
講
話
「
た
ば
こ
が

身
体
に
及
ぼ
す
影
響
と
禁
煙
効
果

に
つ
い
て
」

た
ば
こ
を
や
め
た
い
!

「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

○
「
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測

定
」・「
尿
中
ニ
コ
チ
ン
濃
度
測
定
」

等
、
た
ば
こ
が
自
分
の
身
体
に
ど

れ
ぐ
ら
い
影
響
し
て
い
る
か
を
確

認
し
な
が
ら
、
た
ば
こ
の
害
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
、
禁
煙
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

申
込
期
限

６
月
30
日
貉
ま
で
に

お
電
話
で

申
込
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

市
民
教
養
講
座
で
、
普
段
興
味

関
心
の
あ
る
こ
と
、
知
り
た
い
こ

市
民
教
養
講
座

リ
ク
エ
ス
ト
募
集

指定医療機関 電　話 指定医療機関 電　話 指定医療機関 電　話

あさじ医院 瀝0225

安 積 医 院 瀟0361

天 沼 医 院 瀚3636

荒 木 医 院 潴9711

大杉内科医院 瀰0023

小野寺医院 瀾3737

おりた外科胃腸科 瀚6000

小 橋 医 院 瀚0412

佐 竹 医 院 瀚4057

さたけ小児科 潴1717

市立加西病院 瀚2200

つつみ神経内科 瀘2050

徳 岡 内 科 瀚0178

西 村 医 院 瀲0001

西村耳鼻咽喉科 瀚6020

北条田仲病院 瀚4950

みのりクリニック 瀲8470

三 宅 医 院 瀲0067

横田内科医院 瀚5715

（50音順）

と
、
新
た
に
学
習
し
て
み
た
い
こ

と
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
市
民
教
養

講
座
の
テ
ー
マ
や
内
容
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
内
容

学
ん
で
み
た
い
テ
ー

マ
・
内
容
・
分
野
を
リ
ク
エ
ス
ト

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

６
月
30
日
貉

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
メ
ー
ル
等

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
―
２

３
９
５
　
加
西
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
２
、
蕭

潴
１
８
０
３
）

shogai@
city.kasai.

hyogo.jp

◆開放日時／夜間交通開放
◆問合先／上下水道部下水道課（蕁瀚8761）

県道中寺北条線において下水道工事のため、次の
とおり通行止を行いますのでご協力を願いいたします。
◆場　所／福居町
◆日　時／7月1日貅～平成17年3月25日貊

午前9時～午後5時
◆規制対象／諸車全般（自動二輪・自転車・歩行者を除く）
通行止区間、工事箇所、迂回路等については図のとおり

県道中寺北条線の全面通行止について
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健
診
で
「
血
圧
が
高
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

血
圧
が
高
い
と
言
わ
れ
て
も
、
多

く
の
場
合
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

な
い
の
で
、
た
い
し
た
こ
と
は
な

い
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

血
圧
が
高
い
状
態
が
長
く
続
く

と
、
血
管
が
い
た
み
や
す
く
、
命

に
関
わ
る
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

教
室
に
参
加
し
て
、
健
康
な
血

圧
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

最
近
受
け
た
健
診
の
結

果
、
２
年
間
連
続
し
て
血
圧
値
が

（
最
大
血
圧
＝
１
４
０
〜
１
５
９

㎜
Hg
、最
小
血
圧
＝
90
〜
99
㎜
Hg
）

の
方
。
た
だ
し
、
異
常
項
目
が
血

圧
の
み
で
、
他
の
病
気
で
医
療
機

関
に
定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
な

い
69
歳
以
下
の
方
。

日
　
時

１
回
目
＝
７
月
30
日

貊
、
２
回
目
＝
８
月
26
日
貅
、
３

回
目
＝
９
月
22
日
貉
、
４
回
目
＝

10
月
25
日
豺
、
５
回
目
＝
11
月
19

日
貊
、
６
回
目
＝
12
月
10
日
貊

内
　
容

生
活
習
慣
を
確
認
し
、

個
人
に
あ
っ
た
改
善
目
標
を
た

て
、
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
室
で
は
、

血
圧
ニ
コ
ニ
コ
教
室
の

お
知
ら
せ

医
師
に
よ
る
血
圧
に
つ
い
て
の
話

や
血
圧
測
定
・
尿
中
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
リ
ウ
ム
濃
度
測
定
等
を
実

施
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
効
果
を

確
認
し
ま
す
。

募
集
人
数

先
着
10
名
（
全
て
の

日
程
参
加
で
き
る
方
）

申
込
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

南
部
公
民
館
で
は
、
健
康
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。
病
気
の
早

期
発
見
と
予
防
治
療
な
ど
に
つ
い

て
学
ぼ
う
。

蘆
第
1
回

６
月
19
日
貍
「
子
ど

も
の
食
生
活
」
佐
竹
格
先
生
（
さ

た
け
小
児
科
院
長
）

蘆
第
2
回

６
月
26
日
貍
「
脳
卒

中
の
診
断
と
予
防
」
堤
明
先
生

（
つ
つ
み
神
経
内
科
院
長
）

蘆
第
3
回

７
月
３
日
貍「
虫
歯
、

歯
槽
膿
漏
の
予
防
等
」
原
雄
大
先

生
（
原
歯
科
診
療
所
副
院
長
）

時
　
間

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

午
後
３
時
30
分

場
　
所

南
部
公
民
館
（
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合
先

南
部
公
民
館

（
蕁
瀲
０
０
４
１
、
蕭
瀲
２
０
１
４
）

健
康
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

「
浜
名
湖
花
博
」（
10
月
11
日
豺

ま
で
）
を
団
体
で
見
学
さ
れ
る
場

合
、
入
場
券
購
入
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
合
先

譛
淡
路
花
博
記
念
事
業
協
会

（
蕁
０
７
９
９
煬
２
１
０
０
）

http://w
w
w
.

aw
ajihanahaku.or.jp

市
「
子
育
て
ゆ
と
り
創
造
セ
ン

タ
ー
」
の
指
定
を
受
け
、
体
験
保

育
を
実
施
し
ま
す
。

期
　
間

７
月
５
日
豺
〜
７
月
30

日
貊
※
土
曜
日
は
除
く

対
　
象

保
育
園
に
入
園
し
て
い

な
い
満
２
歳
以
上
５
歳
未
満
の
子

ど
も

募
集
人
員

４
人

保
育
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分
（
昼
食
と
お
や
つ
が

付
き
ま
す
）

保
育
園
の
生
活
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ん
ぼ
う
保
育
所
で

体
験
保
育
参
加
者
募
集

北
播
磨
県
民
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
浜
名
湖
花
博
」

見
学
助
成
受
付
中

保
育
料
金

８，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先

ぜ
ん
ぼ
う
保
育

所
（
蕁
瀾
３
７
６
５
）

い
つ
も
給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ

る
学
校
給
食
調
理
員
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
料
理
を
し
よ
う
!!

日
時
・
場
所

７
月
27
日
貂
・
28
日
貉

中
央
公
民
館

７
月
28
日
貉
・
29
日
貅

善
防
公
民
館

７
月
29
日
貅
・
30
日
貊

南
部
公
民
館

７
月
27
日
貂
・
30
日
貊

北
部
公
民
館

い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
〜
午

後
１
時

子
ど
も

料
理
教
室
生
募
集

く

ら

し

の

情

報

◆種　類／
蘆バ　ン 3台
蘆ダンプ 1台
《保管場所》市役所
蘆身体障害者輸送車
（車検有）1台

※写真右
《保管場所》旧第一支所倉庫
蘆振動ローラー 1台《保管場所》福住プラント
◆告示の期間／6月30日貉まで
◆見積提出日／7月7日貉
詳しくは、市役所前の掲示板および管財課に告示
しています。また市のホームページにも掲載してい
ます。購入希望の方は、管財課へ電話のうえ現物を
確認し、見積書を提出してください。
◆問合先／管財課（蕁瀚8704）

対
象
者

原
則
と
し
て
小
学
校
４
年
生
〜

６
年
生

募
集
人
数

１
日
１
会
場
に
つ
き
20
名
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
）

会
　
費

４
０
０
円

（
当
日
集
金
し
ま
す
）

申
込
方
法

６
月
30
日
貉
ま
で
に
、
各
校
配

布
の
用
紙
に
希
望
の
日
を
記
入
し

各
学
校
へ
。
ま
た
は
、
７
月
２
日

貊
ま
で
に
、
体
育
保
健
課
ま
で
。

問
合
先

体
育
保
健
課
学
校
給
食

係
（
蕁
瀚
８
７
７
３
）

加西市所有の車両を売却します
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く

ら

し

の

情

報

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

★
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
へ引

続
き
手
当
を
受
給
す
る
要
件

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

６
月
初
旬
に
届
出
用
紙
を
郵
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
へ

昨
年
度
所
得
オ
ー
バ
ー
等
に
よ

児
童
手
当
て
に
つ
い
て

り
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
平

成
15
年
中
の
所
得
額
等
に
よ
っ
て

今
年
度
は
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

◎
児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

第
１
・
２
子
　
各

５，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
各
１
０，
０
０
０
円

注
意
!

児
童
手
当
は
、
受
給
資

格
が
あ
っ
て
も
請
求
さ
れ
な
い
と

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

蘆
夏
休
み
期
間
中
の
入
園
に
つ
い
て

市
内
の
小
学
校
１
〜
３
年
生
ま

で
の
児
童
で
、
夏
休
み
期
間
中
に

保
護
者
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童
に
つ
い
て
は
、
北
条
東
学
童

保
育
園
と
九
会
学
童
保
育
園
で
入

園
を
受
け
入
れ
ま
す
。

保
育
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時

保
育
料

７
月

６，
０
０
０
円

８
月
１
２，
０
０
０
円

必
要
書
類

学
童
保
育
園
入
園
申

請
書
、
勤
務
証
明
書
（
保
育
に
欠

け
る
申
立
書
）

申
込
期
限

６
月
30
日
貉

学
童
保
育
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
入
園
す
る
園
に
つ
い
て
は
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

蘆
夏
休
み
期
間
中
の
指
導
員
募
集

に
つ
い
て

職
務
内
容

昼
間
、
保
護
者
の
い

な
い
家
庭
の
小
学
校
１
年
生
〜
３

年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、
遊

び
等
を
通
じ
て
児
童
の
生
活
指
導

を
行
い
ま
す
。

勤
務
場
所

北
条
東
学
童
保
育
園

九
会
学
童
保
育
園

勤
務
時
間

原
則
月
曜
日
か
ら

金
曜
日

①
午
前
８
時
〜
午
後
１
時

②
午
後
１
時
〜
午
後
６
時

※
た
だ
し
、
勤
務
時
間
帯
の
変
更

も
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

４
名

採
用
期
間

７
月
21
日
貉
〜

８
月
31
日
貂

資
格
要
件

幼
・
小
教
員
免
許
又

は
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

給
与
等

１，
１
０
０
円
／
時
間

申
込
期
限

６
月
30
日
貉

申
込
方
法

履
歴
書
（
写
真
添

付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
を
持

参
又
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

面
接
日
時

７
月
５
日
豺

午
後
１
時

面
接
場
所

市
役
所
６
階
会
議
室

申
込
･
問
合
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
蕁
瀚
８
７
７
５
）
〒

６
７
５
―
２
３
９
５
　
加
西
市
北

条
町
横
尾
１
０
０
０

対
　
象

市
内
に
住
所
が
あ
る
生

活
保
護
家
庭
、
も
し
く
は
、
そ
れ

に
準
じ
る
家
庭
で
高
校
生
の
学
資

の
支
払
い
が
困
難
な
方
（
人
数
制

限
あ
り
）

支
給
額

月
額
５，
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
28
日
豺

申
込
先

学
校
教
育
課

（
蕁
瀚
８
７
７
１
）

練
習
日
時

７
月
３
日
貍
〜

毎
月
第
１
、
３
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

場
　
所

北
部
公
民
館

内
　
容

三
味
線
の
練
習

（
基
本
・
演
奏
）

対
象
者

お
お
む
ね
小
学
校
４
年

生
か
ら
高
校
生
ま
で

定
　
員

15
名
程
度

募
集
締
切

６
月
28
日
豺

申
込
・
問
合
先

電
話
又
は
ハ
ガ

キ
で
〒
６
７
５
―
２
３
９
５
加
西

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
実
行
委
員

会
事
務
局
（
蕁
瀚
８
７
７
５
）

三
味
線
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
!

学
資
困
難
な
高
校
生
へ

奨
学
金
を
支
給
し
ま
す

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
6月20日（日） 米田病院 （尾崎町・蕁瀾３５９１）
27日（日） 小野寺医院 （王子町・蕁瀾３７３７）

7月 4日（日） 安積医院 （西剣坂町・蕁瀟０３６１）
11日（日） 三宅医院 （中野町・蕁瀲００６７）
18日（日） 徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）
19日（月） 天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）（口座振替のおすすめ）

納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替
のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

☆問合先 税務課（蕁瀚8712）

納期内完納にご協力をお願いします。

市県民税（普通徴収）全期・第１期分の納期限は

6666月33330000日（水）です。
平成16年度
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加西市への寄付
○美方郡村岡町　入江善博 10万円

（社会福祉対策寄付金として）

○昭和23年度北条小学校６年４組同窓会

５万５千円

（社会福祉対策寄付金として）

○加西ライオンズクラブ　会長　三枝實

市民会館オーディオ装置一式

（30万円相当）

（市民会館設備備品として）

さおり織り機一式

（加西養護学校備品として）

○譁北条楽器　柏木一也 デジタルピアノ

（地域交流センター備品として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○美心 ２万円

○小野工業高校同窓会加西支部

チャリティーゴルフ １万7,600円

○網引町 板井まさ子 １万円

○株式会社　本陣 １万1,246円

○網引町 Ｍ子 10万円

○匿名 １万5,000円

善意の花束

お く や み

＜４月受付分＞

廣岡　弥生 71 竹次郎 福　居
＜５月受付分＞

岡田こりう 88 哲　也 青　野
長谷川純子 62 勇 繁　陽
朝田しげ子 76 正　美 別府東
岡田美佐代 79 俊　和 青　野
菅原　政則 63 保　子 黒　駒
吉識�隴二 79 和　彦 清水団地
塩河　廣史 70 博　一 鶉野上
深田すぎゑ 86 敏　昭 下宮木
丸岡つた子 71 吉　彦 三　口
大西　　学 48 真　人 北
田井　敏一 66 和　之 田　原
松末　岑子 92 敏　清 別府中
小橋　久子 77 英　俊 古坂１丁目
増田　種廣 79 正　晴 畑
林　モトヨ 85 幸　夫 南　町
千石　敏一 82 俊　信 別　所
田中　利和 66 水谷雄三 福住西
西村　竹雄 88 佳　士 西　南
西川　佳子 74 健太郎 尾崎団地
別所　勘治 88 幸　治 吉　野
喜田　昌利 69 富美子 吉　野
藤原　隆二 90 誠　三 野　上
菅野　晴夫 89 良　三 繁　昌
塚原　幸雄 79 幸　弘 黒　駒
橋爪　正雄 74 正　美 田　原
宮脇　清一 69 照　子 殿　原
三宅　ちよ 73 篤　徳 中　野
大谷　安枝 84 弘 大　柳

死亡者 年齢 喪主 町名

（５月31日受付分まで・敬称略）

●新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）

月
　
日

７
月
31
日
貍
雨
天
中
止

集
合
場
所

玉
丘
史
跡
公
園

受
付
時
間

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
30
分

ス
タ
ー
ト
時
間

午
後
８
時
頃

参
加
資
格

グ
ル
ー
プ
（
２
〜
５

名
。
家
族
は
除
く
）

※
小
学
生
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
保
護
者
同
伴
。

参
加
費

一
人
に
つ
き
３
０
０
円

（
当
日
持
参
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
及
び
参

加
者
名
を
記
入
し
て
申
し
込
み
。

申
込
期
限

７
月
26
日
豺

当
日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
―
２

３
０
２
北
条
町
栗
田
48

井
上
正

―
教
育
委
員
会
・
加
西
市
体
育
協
会
後
援
―

第
4
回
加
西
ナ
イ
ト
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

（敬称略）

和
方
　
ナ
イ
ト
Ｏ
Ｌ
大
会
係

（
蕁
瀚
１
１
７
４
）

６
月
23
日
貉
〜
29
日
貂
は
男
女

共
同
参
画
週
間
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が

施
行
さ
れ
た
平
成
11
年
６
月
23
日

に
ち
な
ん
で
設
定
さ
れ
た
週
間
で

す
。

★
Ｄ
Ｖ
パ
ネ
ル
展

日
　
時

６
月
20
日
豸
〜
30
日
貉

※
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
親
密
な
関

係
に
あ
る
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
に

よ
っ
て
振
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と

で
す
。

★
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ビ
デ

オ
放
映

日
　
時

６
月
26
日
貍

午
後
１

時
及
び
午
後
３
時
の
２
回
（
①
自

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

展
示
会
・
講
座
の
ご
案
内

分
ら
し
さ
の
発
見
　
②
女
性
た
ち

の
多
様
な
生
き
方
　
③
恋
愛
、
結

婚
、
子
育
て
）

★
あ
な
た
を
生
か
す
話
し
方
講
座

自
分
の
思
い
を
相
手
の
心
に
響

く
よ
う
に
伝
え
る
能
力
は
、
あ
な

た
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た

自
己
表
現
の
た
め
に
、
あ
な
た
の

声
や
言
葉
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

日
　
時

蘆
第
１
回
目
　
６
月
26

日
貍

印
象
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の

話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

蘆
第
２
回
目
　
７
月
11
日
豸

声

づ
く
り
や
話
し
こ
と
ば
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

蘆
第
３
回
目
　
７
月
18
日
豸

わ

か
り
や
す
く
話
す
コ
ツ
、
あ
が
ら

な
い
た
め
の
心
構
え

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分

場
　
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

集
会
室

講
　
師

川
邊
暁
美
（
話
し
方
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

募
集
人
員

30
人
（
無
料
・
一
時

保
育
あ
り
　
※
要
予
約
）

申
込
締
切

６
月
23
日
貂

★
情
報
誌
編
集
委
員
の
募
集

市
民
手
作
り
の
男
女
共
同
参
画

情
報
誌

″ゆ
め
色
み
ら
い
″
を
年

２
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
企
画
・

編
集
に
関
心
の
あ
る
方
、
一
緒
に

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員

５
名

問
合
先

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
（
蕁
瀚
０
１
０
５
、
蕭
瀚
０
１

３
３
）

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
す

べ
て
の
市
民
で
支
え
合
う
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推
進

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

“み
ん
な
の
善
意
で
明
る
い
社
会
”

６
月
は
善
意
月
間
で
す
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H16.6.1現在（前月比）

★第13回映画会「キリクと魔女」
◆日　時／6月20日豸
1回目　午前10時30分～午前11時45分
2回目　午後2時30分～午後3時45分

◆場　所／健康福祉会館ホール
◆参加協力費／会員600円、会員外900円

（当日1,200円）
★第96回例会
「摩訶不思議？ストローミュージック＆リコーダー」

◆日　時／7月11日豸
午後2時30分～午後3時30分（開場：午後2時）

◆場　所／市民会館小ホール
◆入会金／300円
◆会　費／月800円（4歳以上）

※3ヶ月以上続けてください。
◆問合先／加西おやこ劇場（蕁・蕭潴0830）

（月・火・木・金の午前10時～午後3時）

◆場　所／健康福祉会館ホール
◆期　間
☆劇団による公演 9月1日貉～29日貉

午前10時30分～午後2時30分予定
☆風呂の利用 9月1日貉～30日貅

午前10時～午後6時30分
※ただし、公演・風呂とも毎週月曜日と祝日は休業
◆問合先／健康長寿課（蕁瀚8728）

★送迎バスの申込
市内老人クラブ会員等10名以上の団体で利用で

きます。予約申し込みは、7月5日豺～30日貊の間
に、加西市社会福祉協議会企画総務課窓口で申請書
を提出してください。（電話申込不可）

★ボランティア大募集!!（期間限定）
敬老月間（9月）に、あなたのやさしい“まごこ

ろ”をお待ちします。
活動内容は、高齢者の話し相手、会場や座布団の
整理整頓等です。あいた時間を、高齢者との交流に
役立ててみませんか。
◆申込先／加西市社会福祉協議会ボランティア市民

活動センター（蕁潴8133）

大豆インキを使用しています。

いこいの場、ふれあいの場へでかけましょう!
敬老月間ふるさと福祉事業

◆日　時／7月18日豸　午後1時30分～3時30分
（開場：午後1時）

◆場　所／市民会館大ホール
◆対　象／中学生以上（1,000名）
◆参加料／中高生 500円

一般 1,000円
◆チケット販売所／西村書店・
メディアハウスニシムラ・
毛利書店・譖加西青年会議所

◆後　援／加西市教育委員会 他
◆主催・問合先／譖加西青年会議所（蕁瀚2723）

加西おやこ劇場イベント情報

◆日　　時／7月25日豸 ※雨天決行・荒天中止
◆場　　所／玉丘史跡公園内
◆チーム構成／1チーム　4名以上
※未成年で構成されるチームは保護者の同意が必
要です。

◆参 加 費／1チーム　3,500円
◆申込方法／代表者氏名、郵便番号、住所、電話番

号、チーム名を明記して郵送、FAXま
たは電話で。（申込は6月21日豺から先
着32チームで締め切ります。）

◆申込・問合先／加西市青年連絡会えんどれす事務局
〒675-2395 加西市教育委員会生涯学
習課内（蕁瀚8772 蕭潴1803）

真剣勝負で生きてみろ!
大和龍門　対話式集会

泥んこバレーボール大会
えんどれす泥ろんぱ




